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牧草に対する燐酸の施用方法特に追肥の効果について

高　橋　良　治・内　田　修　書

（岩手県農試）

1．ま　え　が　き

本県の草地造成地の大部分二王火山灰土壌で過去に実施

した試験結果からも燐酸の施用いかんが牧草の生育収量

に大きく影響をおよぼしている。過去においても特に燐

酸肥料の用量並びに施用方法について試験を行ない，お

およその成果を収めているが，さらに昭和j7年度から新

たに第1表のような設計内容で現在の試験を継続中であ

り，とりあえず昨年でj年目を終了したのでこれまでに

認められた結果について報告する（何れ詳細について

は5年間の試験を実施終了後結論を出すことになってい

る）。

2．試　験　方　法

試験実施場所は盛岡市の北方，滝沢村の県農試圃場

で，土壌：ま岩手山の噴出物に由来する火山灰土壌であり

腐植に頗る富む壌土で燐敢吸収係数は2340，pHは

それほど低くなく，塩基分も普通であるが加里含量の低

い土壌である。炭カルはpH（KCl）6，5中和量（緩

衝曲線）10α当り182軸を耕起前に半量を全面撒布，耕起

し，耕起後覆り半量を再び全面撒布し混土整地した（37

年8月21日）。試験規模’ま1区25汀ヂ3連制で開始したが

3年日に至り一部トラクターにより控乱され現在は2遵

制で実施している。しかし初年日よりA，B，C3連と

も全く同様の傾向であり，現在の2連制でも試験遂行上

は差支えないものと思う。

昭和37年8月31日播種で草種はオーチャードグラスと

ラジノクローバーの混拝である。設計内容は第1表のと

おりでP205を5年間で30～130毎のレベルで施用し，

さらにこれらの施用配分の効果をみようとするものであ

る。Pの基肥は播種前に全量を全面撒布し10～15e政の

深さに混和した。

N，K，MgはP施用後混土したのち0～7C硯の深さ

に全面撒布し混和した。

なお，P205の追肥は早春1回のみ施用し，N，Kは

基肥並びに早春及び各刈取時ごとに追肥を原則として行

ないhIgOは早春1回だけの施用である。

なお，刈取りの高さは各刈坂時とも地上5C郡刈りを行

なった。刈頂回数は第1年日は4回刈り，第2，第3年

目はそれぞれ6回刈りを行なった。

3．試　験　結　果

3カ年までの収量の推移並びにその合計量をまとめた

のが第2表である。

3区を100としてみるとこの様な桁数を示し．基肥P

の効果が明らかに表われており各年次ともPの用量を増

すほど増収している。

たゞし，130毎レベルではやや減収の傾向となってい

るが．これに軋　Kを増施するとやはり，やや増収の方

向となる（同時に試験を実施している）。

次に施用配分による差異であるが本試験は5カ年間の

試験結果から結論を出すことになっているが一応途中経

過として（3カ年間）のP20530的及び90物の2系列に

おいてその配分が収量におよはす結果を見ると第3表の

とおりである。

すなわち，30的系列でま1年日では100と94と基肥区

第1表　試験区名及び施肥設計

名

区 計
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第2表　3カ年収量（風乾物指数）
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が多収であるが，2，3年目と次第に追肥の効果が大き

く現われ結局3年間の計では配分区が優る結果となっ

た。

次に90的系列では初年目では（7）区の基肥区の方が

優る結果となっている。すなわち，P基肥量の多少によ

りそれ以後の追肥の効果の現われ方も異なるようであ

る。なお，基肥，追肥の効果は時期別にみるとやはり早

春特に1，2番刈時に大きく現われる懐向がある。

次にP追肥の効果であるが，これについてはすでに第

第3表　施用配分による差異（毎／α）
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第　4　表　　P 追　肥　の　効　果

計

第5表　各区牧草の年間通算P205含有率
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3表においてもその効果の大きいことが認められている

が．第4表では基肥50軸に対して以後Pを中止したも

の，毎年10吻及び20軸追肥した成績であるが，基肥50毎

施用してもやはりP追肥の方が増収している。

ただし．現在のところでは10たれ20毎の追肥用量の差

は認められていない。

第5表は各区牧草の年間通算P205の含有率を示し

た表であるがPの施用量の増加にしたがい各刈取時とも

明らかにP205の含有率は高まり年間通算でも明瞭に

高まっている。特にP追肥区における含有率が著しく高

まっている。

なお，P205の吸収状況に対する他成分（N，K20

CaO，MgO）の吸収状況はPレベルの変化にともなう

影響は明らかに認められなかった。ただし．3年目では

N及びCaOの体内濃度が増大する憤向が認められた。

第6表は肥料の利用率及び吸収率であるが，基肥Pの

利用率は1年目より2年日，さらに3年日と若干高くな

っておりP施用量の増加にしたがい利用率は低下してく

る。

また，追肥Pの利用率は高く現われ3カ年計のP施用

総量と比較しても高い傾向にあることからも2，3年日

のP追肥の利用率は充分高かったものと思われる。

参考的に（5）区（6）区の追肥Pの利用率を調べて

みると2年目の調査では（5）区の10軸の施用の利用率

は19％（6）区の20た9追肥では15％と以外に高く現われ

ている。

第7表は各区租蛋白収量表であるが，基肥P施用量の
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第　6　表　肥料の利用率及び吸収率
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P205　利　用　率
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第7表　粗蛋白収量（凰乾物軸／α）

増加とP追肥によって増大した。最後に蓋料率の変遷で

あるがP－0区を除き各区とも大差なく，それぞれ40％

内外で経過している。

4．む　　す　　び

岩手山の噴出に由来する火山灰土壌で泥播牧草（オー

チャードグラス及びラヂノクローバー）に対するP肥料

の施用法試験を昭和37年度から開始しているが，現在ま

で（3年間）得られた概要を要約すると次のとおりであ

る。

1．基肥に施用したPの残効は頗著であり多施するに

したがい，1，2，3年とも増収の便向となること。

2．Pの追肥の効果も顕著であること。

3．Pの施用配分では基肥量の多少によりそれ以後の

追肥の現われ方も異なる。

4．次にPの施用量の増加にしたがい各刈取時とも

P205の含有率は高まり特にP追肥区における体内潰

度の増大が著しい。

5．P利用率は基肥施用量の増加にしたがい低下して

くる。しかし，追肥Pの利用率はかなり高く現われる。


